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 川崎医療福祉大学における自己点検・評価活動の点検・評価結果について、下記のとお

り報告いたします。 

 

記 

 

１．対象となる自己点検・評価活動 

・令和 7年度事業実績書 

・令和 7年度学報 

・令和 7年度「自己点検・評価チェックシート」 

・令和 8年度事業計画書 

・令和 8年度方針集 

・令和 8年度各種委員会の業務・活動計画 

 

２．点検・評価結果 

内部質保証推進委員会、自己点検・評価委員会、並びに調査企画室が連携し、「アセス

メント・ポリシー評価指標データ集（IRデータ）」をもとに入学マネジメント、教学マネ

ジメント、学生支援・教育研究環境等マネジメントの各検証組織において各種ポリシー

等に基づいた自己点検・評価が継続的に実施されている。 

令和 3年度に受審した認証評価（大学評価）において指摘された提言内容については、

「改善報告書」として大学基準協会へ提出するとともに、令和 10 年度に受審予定の第 4

期認証評価（大学評価）に向けて、定員管理の適正化に向けた定員数の見直しや学科の再

編など、内部質保証の強化につながる教育研究体制の改善が図られている。 

令和 6 年度に導入した自己点検・評価チェックシートについては、IR データを活用し

た評価手法が定着し、教務委員会をはじめとする検証組織において客観的データに基づ

く比較・検証が行われている。ただ、レベル 1（可または要努力）の項目に対する対応に

ついて、次年度の各学科・専攻等の事業計画書に記載するなど、改善の取組を具体化する

仕組みが望まれる。 

令和 7 年度の事業実績書及び学報を通じて、各学科・専攻等における教育活動、学生

支援、地域連携及び学生募集に関する多様な取組が確認された。特に、特色ある教育実践

に関する好事例については、今年度も学科長・専攻主任会議等を通じて全学的に共有さ

れており、組織的な改善活動につなげている点は評価できる。今後は、優れた取組に加

え、課題や改善事例についても積極的に共有し、全学的な教育の質向上に資することが

望まれる。 



以上のことから、本学の自己点検・評価活動は概ね適切に実施されており、教育研究活

動及び大学運営の改善・向上に向けた取組が着実に進められているものと判断する。   

今後も学長のリーダーシップの下、内部質保証体制を更に充実させることと、定員管

理をはじめとする大学経営上の重要課題について IR データ等の客観的根拠を活用し、迅

速な意思決定を行うことで、教育研究活動が発展していくことを期待する。 

 

 以 上  

 


